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2月の行事・祝日
3日（火）	������������������	節分
4日（水）	������������������	立春
11日（水�祝）
�����������������	建国記念の日
14日（土）
��������������	バレンタインデー

２月

季
節
を
め
ぐ
る

如月（きさらぎ）／初花月（はつはなづき）／梅見月（うめみづき）／雪消月（ゆきぎえづき）二月の異名

純情産地確立
「絆」プラン
平成26年度取組状況

特
集

副本部長

畠山　俊彰

Ⅰ．はじめに
今次３か年計画の重点施策である「純情産地いわての生産基盤維持・拡充」

対策の具体策として、販売７品目において、行動計画のロードマップを策定し取り

組み2年が経過しました。本年度までの取り組み状況と27年度の取り組みについ

て報告します。
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特集 ─純情産地確立「絆」プラン 平成26年度取組状況

Ⅱ
．本
年
度
の
取
組
概
要

１
．生
産
基
盤
対
策
事
業

支
出
見
込
み
額
　
2
2
5
百
万
円

２
．生
産
基
盤
維
持
・
拡
充
へ
の
取
組
概
要

（１）
各
種
生
産
基
盤
対
策
事
業
の
推
進
に
つい
て
、各
種
研
修

会
で
の
紹
介
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
に
よ
る
活
用
促
進
を

積
極
的
に
す
す
め
ま
し
た
。

（２）
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
事
業
部
門
が
連
携
し
生
産
基
盤
対
策
事
業
を

利
用
し
た
生
産
拡
大
の
提
案
を
実
施
し
ま
し
た
。特
に
、

モ
デ
ル
大
型
経
営
体
を
選
定
し
、Ｊ
Ａ
と
共
に
訪
問
活

動・生
産
拡
大
提
案
を
お
こ
な
って
き
ま
し
た
。

（３）
絆
プ
ラ
ン
の
目
標
達
成
に
向
け
、よ
り
効
果
的
な
対
策

と
す
る
た
め
、生
産
基
盤
対
策
事
業
の
見
直
し・具
体
的

な
推
進
方
策（
タ
ー
ゲ
ッ
ト
生
産
者
を
絞
る
こ
と
で
効
果

的
な
推
進
を
お
こ
な
う
な
ど
）を
策
定
し
ま
し
た
。ま
た
、

気
象
災
害・流
行
性
病
害
か
ら
の
生
産
力
回
復
に
向
け

た
各
種
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

Ⅲ
．平
成
27
年
度
の
取
り
組
み

１
．米
穀
事
業

（１）
主
食
用
米
の
集
荷・販
売
の
取
り
組
み
に
加
え
、「
水
田

活
用
米
穀
」へ
の
取
扱
強
化
を
す
す
め
ま
す
。特
に
飼
料

用
米
へ
の
作
付
拡
大
に
向
け
Ｊ
Ａ
別
目
標
数
量
を
設
定

し
Ｊ
Ａ
と
共
に
農
家
へ
推
進
す
る
と
と
も
に
、集
荷
体
制

の
整
備
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（２）
販
売
対
策
に
つ
い
て
は
、実
需
者
と
の「
結
び
つ
き
」を
強

化
す
る
と
と
も
に
、そ
の
内
容
の「
見
え
る
化
」を
は
か

り
ま
す
。

２
．野
菜

（１）
農
業
改
良
普
及
員
と
連
携
し
た
園
芸
産
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
り
、生
産
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、園
芸
総
合
生
産
対
策
事
業
を
活
用

し
生
産
者・品
目
別
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
推
進
を
お

こ
な
い
ま
す
。特
に
、実
需
者
と
連
携
し
た
加
工
用
野
菜

の
作
付
推
進・周
年
出
荷
に
向
け
た
秋
冬
期
出
荷
品
目

の
拡
大・水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
全
農
オ
リ
ジ
ナ

ル
隔
離
ベッ
ト
栽
培
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．花
き

（１）
生
産
拡
大
に
向
け
て
、①「
り
ん
ど
う
新
改
植
支
援
事

業
」の
活
用
に
よ
る
増
反
提
案
、②
長
期
予
約
相
対
販
売

の
拡
充
な
ど
販
売
起
点
に
よ
る
産
地
づ
く
り
推
進
、③

生
産
者
収
益
の
安
定
化
に
向
け
た
買
取
販
売
や
流
通
コ

ス
ト
低
減
の
取
り
組
み
、④
新
規
生
産
者
獲
得
に
向
け

た
生
産
者
戸
別
訪
問
の
実
施
と
集
落
営
農
へ
の
推
進
強

化
を
Ｊ
Ａ
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

４
．肉
牛

（１）
生
産
基
盤
対
策
事
業
に
つい
て
は
、今
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る「
黒
毛
和
種
肥
育
担
い
手
生
産
基
盤
拡
大
対

策
事
業
」に
よ
り
担
い
手
の
規
模
拡
大
を
重
点
的
に
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

５
．肉
豚

（１）
引
き
続
き
、生
産
基
盤
対
策
事
業
に
よ
り
優
良
種

雌
豚
の
確
保
、高
品
質
肉
豚
生
産
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（２）
実
需
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、安
定
的
な
販
売
を
実

践
す
る
こ
と
に
よ
り
、個
別
規
模
拡
大
を
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

６
．和
牛
子
牛

（１）
生
産
基
盤
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、今
年
度
同
様
の
メ

ニュ
ー
で
取
り
す
す
め
ま
す
。

（２）
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
増
頭
意
欲
が
あ
る
農
家
へ
の
関
係
機

関（
県
、Ｊ
Ａ
、関
係
機
関
）に
よ
る
個
別
巡
回
を
継
続
し
、

増
頭
に
向
け
た
個
別
課
題
の
解
決
を
は
か
り
ま
す
。

（３）
本
会
の
和
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
を
拡
充
し
、和
牛
子
牛
の
供

給
力
を
向
上
す
る
と
と
も
に
、引
続
き
岩
手
県
家
畜
改

良
事
業
を
受
託
し
、優
良
県
有
種
雄
牛
の
確
保
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

７
．生
乳

（１）
生
産
基
盤
対
策
事
業
は
、重
点
的
に
畜
舎
増
設
を
支
援

し
、個
別
経
営
体
ご
と
の
乳
用
牛
育
成
頭
数
の
維
持・拡

大
を
は
か
って
ま
い
り
ま
す
。

（２）
獣
医
師
に
よ
る
生
産
指
導
を
強
化
し
、生
産
性
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

25年度実績 26年度計画 26年度見通し 27年度目標

米穀事業 米集荷数量
主食用＋水田活用米穀※1

150,599㌧ 150,000㌧ 154,750㌧ 150,000㌧

園芸事業
野菜取扱数量 66,973㌧ 80,447㌧ 67,246㌧ 90,022㌧

花き取扱数量 77.3万ケース 86.6万ケース 79.2万ケース 100万ケース

畜産酪農事業

肉牛※2 17,822頭 12,440頭 18,325頭 15,000頭

肉豚 278,682頭 280,000頭 261,500頭 300,000頭

和牛子牛 19,001頭 18,100頭 17,450頭 22,000頭

生乳取扱数量 210,420㌧ 207,200㌧ 206,260㌧ 218,700㌧

注）※1　米集荷量は収穫年ごとの取扱数量
 ※2　廃用牛の放射能検査屠畜実施による廃用牛増・県外から新規集荷など特殊要因により、扱い頭数が増加
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平
成
26
年
産
水
稲
の
都
道
府
県
別
作
柄
は
、

北
海
道
は
天
候
に
恵
ま
れ
、東
北
か
ら
関
東
は

概
ね
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、全
国
の
作

況
指
数
が「
平
年
並
み（
１
０
１
）」で
あ
る
こ
と

に
対
し
、東
北
は「
や
や
良（
１
０
５
）」、岩
手

も
５
年
連
続
の「
や
や
良
」と
な
っ
て
い
ま
す
。一

方
で
、東
海
以
西
は
低
温・日
照
不
足
の
影
響
か

ら
、近
畿
の「
や
や
不
良（
98
）」に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、平
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

全
国
段
階
水
稲
う
る
ち
玄
米
の
農
産
物
検

査
概
況（
11
月
30
日
現
在
）は
、１
等
比
率
が

81.7
％
と
前
年
同
期
の
79.6
％
よ
り
2.1
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
ま
す
。

２
等
以
下
に
格
付
け
さ
れ
た
主
な
理
由
は
、心

白・腹
白
が
26.6
％（
前
年
30.6
％
）、整
粒
不
足
が
21.2
％

（
前
年
18.3
％
）、充
実
度
が
20.9
％（
前
年
19.0
％
）、着

色
粒
が
17.4
％（
前
年
15.8
％
）と
な
って
い
ま
す
。

岩
手
県
産
米
の
初
検
査
は
、水
稲
も
ち
玄
米

は
昨
年
よ
り
２
日
早
い
９
月
９
日
、水
稲
う
る
ち

玄
米
は
昨
年
よ
り
１
日
早
い
９
月
19
日
と
な
り

ま
し
た
。

水
稲
う
る
ち
玄
米
の
検
査
概
況（
11
月
末

現
在
値
）は
、1
等
比
率
が
92.5
％
と
前
年
同
期

の
95.6
％
よ
り
3.1
ポ
イ
ン
ト
低
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。２
等
以
下
の
主
な
格
付
け
理
由
は
、着

色
粒
が
53.6
％
、形
質（
心
白
・
腹
白
）が
9.7
％
、形

質（
そ
の
他
）が
13.5
％
、胴
割
れ
が
2.5
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
着
色
粒
混
入
に
よ
る
落
等
は
総

検
査
数
量
比
で
、昨
年
の
1.5
％
か
ら
4.0
％
、形

質（
心
白
・
腹
白
）は
昨
年
の
0.2
％
か
ら
0.7
％
と

増
加
し
て
い
ま
す
。

品
質
概
況
は
、降
雨
等
天
候
不
良
の
影
響
か

ら
、検
査
初
期
は
青
未
熟
や
青
死
米
が
平
年

よ
り
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。地
域
別
で
は
、北

上
川
下
流
地
域
で

は
、シ
ラ
タ（
乳
白

粒
、心
白
粒
、腹
白

粒
）の
発
現
が
見

ら
れ
ま
す
。北
部
・

東
部
及
び
北
上
川

上
流
地
域
で
は
、

そ
の
他
未
熟
粒

が
散
見
さ
れ
ま
し

た
。加
え
て
、産
地

に
よ
っ
て
は
、イ
モ

チ
の
発
生
、カ
メ
ム

シ
被
害
に
よ
る
着

色
の
発
現
が
見
ら

れ
ま
し
た
が
、品

質
へ
の
影
響
は
少

な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、県
全
体
と
し
て
、光
沢
が
や
や

劣
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

品
種
別
で
は
、「
ひ
と
め
ぼ
れ
」は
、シ
ラ
タ
の

発
現
が
多
く
見
ら
れ
、「
あ
き
た
こ
ま
ち
」は
、

そ
の
他
未
熟
粒
が
散
見
さ
れ
ま
す
。ま
た
、「
い

わ
て
っ
こ
」は
、低
温
傾
向
が
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
る
青
未
熟
・そ
の
他
未
熟
粒
が
見
ら
れ
、

「
ど
ん
ぴ
し
ゃ
り
」は
、シ
ラ
タ
の
発
現
が
や
や

多
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
品
種
も

粒
ぞ
ろ
い
や
千
粒
重
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、品
質
は
、「
平
年
並
み
」と
な
っ
て
い
ま

す
。最

後
に
、26
年
産
米
の
検
査
で
は
、米
政
策

の
見
直
し
に
よ
り
、検
査
に
関
す
る
種
類
に

「
飼
料
用
も
み
」・「
飼
料
用
玄
米
」が
追
加
さ

れ
、26
年
産
米
よ
り
検
査
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、日
照
不
足
、低
温
傾
向
の
影
響
に

よ
る
、乳
白
粒
、心
白
粒
、腹
白
粒
や
青
未
熟
・

死
米
の
混
入
が
見
ら
れ
る
な
か
、生
産
者
等
の

適
切
な
品
質
調
整
等
の
努
力
に
よ
り
、「
安
全
・

安
心
」、う
ま
い
米
づ
く
り
運
動
が
推
進
さ
れ

ま
し
た
。さ
ら
に
、米
の
流
通
段
階
で
は
、消
費

者
・
実
儒
者
の
食
品
に
対
す
る「
安
全
・
安
心
」へ

の
関
心
が
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

米
を
取
巻
く
環
境
は
毎
年
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
ブ
と
し
適
正
か
つ
公

平
に
農
産
物
検
査
を
実
施
し
、今
ま
で
積
み
上

げ
て
き
た
岩
手
県
産
米
に
対
す
る
信
頼
を
失

わ
な
い
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。農
産
物
検
査

で
の
法
令
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
調
整
・

検
査
・
保
管
」の
各
段
階
で
の
更
な
る
細
や
か

な
対
応
を
お
願
い
し
、平
成
26
年
産
米
検
査
の

報
告
と
し
ま
す
。

作り方
❶材料を適宜切る
❷鍋に豆乳と白だしを入れ、煮立ったら❶を入れて煮る
※市販の「豆乳鍋の汁」を使うと、お手軽。食べる時に好み
で、しょうゆポン酢やユズこしょう、レモンをかけても美味しい。

料理監修／髙橋ヒサ子
管理栄養士、健康運動指導士
特定保健指導実践者
いわて糖尿病療養指導士
HACCP（食品衛生危害分析）指導者
（公社）岩手県栄養士会理事

材料（4人分）
豚ももスライス２４０g、豆腐半丁、寒締めほうれん草２００g、白
菜200g、にんじん１２０g、大根１００g、シメジダケ40g、エノキ
ダケ４０g、豆乳６００g、白だし４０cc

寒締めほうれん草の
豆乳鍋

豆乳鍋
1人分

161
kcal

「
寒
締
め
」と
は
、収
穫
間
近
に
な
っ
た
菜
っ
葉
を
外
気
温
５
℃

以
下
の
寒
気
に
わ
ざ
と
当
て
る
栽
培
方
法
で
す
。寒
い
環
境
下
に

置
か
れ
た
菜
っ
葉
は
、成
長
を
止
め
て
体
内
の
糖
濃
度
を
高
め
よ

う
と
し
ま
す
。つ
ま
り
、寒
さ
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
防
衛
本
能
に

よ
り
、水
分
を
外
に
出
し
て
凍
ら
な
い
よ
う
に
葉
に
糖
分
を
蓄
え

て
頑
張
り
ま
す
。こ
の
と
き
、ビ
タ
ミ
ン
や
鉄
分
な
ど
の
栄
養
分
が

ぎ
ゅ
っ
と
濃
縮
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
葉
が
締
ま
っ
て
肉
厚
に
な
り
、

う
ま
み
や
甘
み
が
増
し
ま
す
。こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、岩
手
県

に
あ
る
東
北
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
が
栽
培
開
発
し
た
の
が「
寒
締

め
ほ
う
れ
ん
草
」で
す
。当
セ
ン
タ
ー
が
冬
場
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
研

究
し
て
い
る
過
程
で「
育
っ
た
後
で
寒
さ
に
当
て
た
ら
、甘
み
が
増

す
の
で
は
？
」と
、試
し
に
ハ
ウ
ス
の
窓
を
開
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
平
成
12
年
頃
、久
慈
地
方
で
最
初
に
ほ

う
れ
ん
草
の
寒
締
め
栽
培
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ほ
う
れ
ん
草
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
江
戸
時
代
の
初

期
。現
在
、北
海
道
か
ら
沖
縄
に
至
る
ま
で
全
国
各
地
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
が
、「
寒
締
め
栽
培
」に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
ほ
う
れ

ん
草
は
東
北
な
ど
の
寒
冷
地
に
限
ら
れ
、収
穫
期
間
は
12
月
～
２

月
の
期
間
限
定
品
で
す
。甘
く
て
栄
養
豊
富
な
味
の
濃
い「
寒
締

め
ほ
う
れ
ん
草
」。そ
の
味
と
品
質
が
評
判
に
な
り
、い
ま
や
首
都

圏
に
も
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

栄養ポイント
ほうれん草は緑黄色野菜の王様。カロチンはピーマンの１０倍、トマトの８倍で、１日
の必要量はほうれん草のおひたし１人前でまかなえる。ビタミンＣは１００g中、６０mg
と多く、さらに夏採りに比べて冬採りのビタミンＣは３倍多い。カリウムやカルシウムも
多い。ほうれん草の緑色はカロチンの黄色とクロロフィルの青色が合わさったもの。
クロロフィルは血液中のＬＤＬコレステロールを強力に低下させ、ＨＤＬコレステロール
を増やす。ほうれん草は葉酸が豊富で造血作用があり、これが欠乏すると悪性貧血
になるといわれる。抗がん作用もある。結石の原因になるシュウ酸を微量に含むが、
生で多量に食べないかぎり問題はない。鉄分をより良く吸収するために、適量の動
物性タンパク質も必要。
【寒締めほうれん草のサラダ】材料（４人分）…寒締めほうれん草２４０g、わかめ
１０g、カニかまぼこ４０g、すし酢大さじ１、ごま油小さじ１
【寒締めほうれん草入りパウンドケーキ】材料（１８cmパウンド型１本分）…ホット
ケーキミックス１５０g、寒締めほうれん草１００g、ヨーグルト５０g、卵１個、砂糖大さじ
３、牛乳大さじ１、ベーキングパウダー小さじ１

肉
厚
な
葉
の
食
味
、濃
い
甘
み
、高
い
栄
養
価

岩
手
の
寒
さ
が
生
ん
だ「
寒
締
め
ほ
う
れ
ん
草
」

株は「寒締め」により、やや開いている。葉の形は少しでも多
く日光に当たるように地面に張り付くように広がっている。自分
の身を寒さから守るため葉は肉厚で、
その表面には縮れたような凹凸のしわ
がある。濃い緑色の葉には糖分をた
め込んで増した甘み（うまみ成分のア
ミノ酸含有量やビタミンCが上昇）が
凝縮されている。えぐ味の原因となる
シュウ酸の含有量は、地温の低下に
よって代謝が少なくなることから減少。

寒締めほうれん草の特徴

米穀部　集荷推進課
技術主管

伊藤専一

表１　26年産水稲うるち玄米の等級比率（全国11月末現在）

地域別
等　　級　　比　　率　（%）

１等 2等 3等 規格外

全国 81.7 15.8 1.3 1.2

東北 91.5 7.5 0.6 0.4

栃木・全国１位 96.4 3.3 0.2 0.1

長野・全国2位 95.4 4.0 0.4 0.2

岩手 92.5 7.0 0.5 0.1
（農林水産省資料）

表2　水稲うるち玄米銘柄別等級比率（岩手県）

種　類 銘　柄 25産米比率 26年産米比率

水稲うるち玄米

ひとめぼれ 95.8% 92.5%

あきたこまち 95.8% 94.6%

いわてっこ 95.5% 89.6%

どんぴしゃり 96.7% 92.9%

かけはし 86.4% 41.2%
（農林水産省資料）
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食とともに活き続ける。

JA全農いわては生産者と消費者を
安心で結ぶ懸け橋になります。

今回のインタビュー内容はJA全農いわてウェブサイトにも掲載されています。
詳しくはＪＡ全農いわてホームページで。

茜さんの愛情がミニトマトをよりおいしくします

些細な変化も見逃さない日々の管理

いつか食卓の主役へとの想いを込めて

愛情と情熱が注がれ真っ赤に色づいたミニトマト

Profile

農
家大

住	

正
樹
さ
ん

	

茜
さ
ん

妥
協
し
な
い
農
業
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2014いわて純情むすめ

四戸　藍

いわての美味しいりんごを世界へ！
タイでPR活動

NEWS WIDE ANGLE
首都圏でのいわて牛消費拡大へ

最新情報の共有で経営向上へ

いわて牛普及推進協議会とJA全農いわては1月22日、東京都のグランドプリンスホテル新高輪において、平成２６年度『いわて
牛の集い』を開催しました。
会場には、東京食肉市場関係者及び、買参関係者、県内生産者及び農協、岩手県関係者等が一堂に会し、盛大に執りおこなわれ

ました。
翌23日には、東京食肉市場にて、第25回『いわて牛枝肉共励会』が開催されました。最優秀賞には、JAいわて平泉の佐々木信行

さんの去勢牛が輝き、3,048円（561㎏）で購買されました。
全体の上物率は98.4％で、平均販売単価は2,344円、平
均販売金額は1,180,106円で取引されました。
上物率の高さにも表れているように、全体的に荷揃いがよ

く、年が明けてからも牛枝肉が相場高の中、首都圏における
『いわて牛』の人気の高さを改めて認識することのできる活
発な取引がおこなわれました。

JA全農いわて営農対策部は、県内農業の
担い手支援の一環として「担い手経営力アッ
プセミナー」を開催しました。
当日は、①飼料用米の安定生産と需給②
鉄コーティング水稲直播栽培の最新動向に
ついて関係機関からの報告・講習がおこなわ
れ、27年産水稲作付と経営の向上・改善に
向けたセミナーが開催されました。
セミナーには集落営農組織の役員や構成
員などを中心に94名が参加しセミナー終了
後には、飼料用米の安定生産、多収技術や栽
培技術に関する質問が多く寄せられ、県内担
い手の関心の高さが伺えました。

1月22日（木）・23日（金）

１２月１６日（火）

いわて牛の集い

担い手経営力アップセミナー

いわて牛の集い会場の様子

講演を熱心に聞くセミナー参加者

いわて牛のブランド化に貢献された関係者に感謝状が贈られました

ニュースワイドアングル
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ニュースワイドアングル

ＪＡ全農いわて畜産酪農部は、県内小学生を対象とした卓球大会「第2回ＪＡ全農いわていわて牛カップ　Ｓ-１卓球グランプリ」へ特別
協賛しました。大会には総勢83名が参加し、元気ハツラツとしたプレーが見られました。上位入賞者へは副賞としてトロフィーといわちく商
品の「いわて牛ローストビーフ」が贈呈されました。

ＪＡ全農いわて園芸部は、県内
小学生を対象とした「いわて純情
りんご杯　第32回岩手県小学生
バレーボール育成大会」へ特別協
賛しました。総勢97チームが参加
し、日頃の練習の成果を競い合い
ました。上位入賞チームにはトロ
フィーと江刺りんごが贈呈されま
した。

ＪＡ全農いわて米穀部は第38回岩手県ミニバスケットボール交歓大会へ特別協賛
しました。
大会には地区予選を勝ち抜いた、男子32チーム、女子32チームが参加し、真冬の
寒さを吹き飛ばす白熱したプレーが見られました。参加者には「いわて純情米ひとめぼ
れ」のおにぎりや、県産牛乳などが配られ食の面から子ども達をサポートしました。

JA全農いわては、子供たちの活発なスポーツ活動を食を通して応援し、健全な体づくりを支援するため様々なス
ポーツ大会に協賛しています。

寒さなんか吹き飛ばせ！県内小学生の各スポーツ大会が開催TAC活動のレベルアップをはかる

楽しく学ぼう「純情産地いわて」 地域で愛される味を全国へ

12月７日（日）

12月6（土）・7日（日）

１月10日（土）～12日（月）

第２回ＪＡ全農いわて いわて牛カップ　Ｓ-１卓球グランプリ

いわて純情りんご杯　第32回岩手県小学生バレーボール育成大会

第38回岩手県ミニバスケットボール交歓大会
いわて純情米選手権

JA全農いわては、花巻市で平成26年度岩手県TACパワーアップ大会並び
にJAトップセミナーを開催しました。これは県内TACの情報交換や優良事例
の報告、表彰などをおこない、TAC活動のレベルアップとモチベーションの向
上を目的に開催しており、県内TACや関係者72名が参加しました。
優良TAC表彰では、農業法人の園芸部門導入による経営安定をサポート

した、JA新いわて…中軽米氏と、スマイルとうほくプロジェクトを活用し、レタ
ス若手生産者の生産意欲向上に取り組んだ釜石氏が優秀賞に選ばれまし
た。また、昨年12月に開催された全国TACパワーアップ大会の「JA表彰の
部」で最高賞の全農会長賞に選ばれたJA新いわてと、「特別表彰の部」に選
ばれたJAいわて花巻には特別賞が授与されました。
また、同日開催されたJAトップセミナーでは、農事組合法人となん　熊谷
代表理事組合長から「農業法人からJAグループに期待すること」をテーマに
した講演がおこなわれ、人と人とのつながりを大切にした現場目線でのTAC
活動の重要性の説明がされました。

JA全農いわては、盛岡市東見前保育園を訪問して純
情産地キャラバンをおこないました。
これはJA全農いわてが農畜産物に興味の薄い子供達
に対して、純情産地いわての農畜産物への理解と関心を
深める、食育活動の一環としての取り組みで、今まで県や
JAと連携しながら岩手県内の幼稚園や保育園にて活動
をおこなってきました。
当日は2014いわて純情むすめの2人と、純情おにの

じゅんき君が東見前保育園を訪れ、お米や野菜の紙芝居
の読み聞かせや、食べ物なぞなぞをおこない、県産農畜
産物への理解を深めました。

JAおおふなとは陸前高田市米崎町の総合営農指導センターで、気仙
小枝柿の新商品発表会を開催しました。発表会には生産者、JA・全農
関係者やこの取り組みを「復興応援キリン絆プロジェクト」にて支援し
ているキリンビールマー
ケティング㈱など47人
が出席し、地域の新しい
特産品の発表を祝いま
した。気仙小枝柿は、古
くから気仙地方で愛され
てきた種なしの小枝柿を
加工した干し柿で、上品
な甘さが特徴で、生産者
が熟練の技で作った干し
柿から、色合いが良く大
きい物を選別しています。
プレミアム贈答用は、１
箱12個（１個34g以上）
4,320円。贈答用は、１箱
15個（１個27〜33g）で
3,240円。

1月15日（木）

12月12日（金） １２月２２日（月）

岩手県TACパワーアップ大会並びにJAトップセミナー

純情産地キャラバン 気仙小枝柿新商品発表会

岩手の農業について紙芝居を通じて楽しく学びました

講演をおこなう熊谷代表理事組合長（農事組合法人となん）

気仙小枝柿　プレミアム贈答

【5・6年生男子の部】
第1位 平賀　龍生 花卓ジュニア

第2位 福島　成亜 大野JTC

第3位 中嶋　楓希 AobaTTC

第4位 藤根　大輔 石鳥谷卓球スポーツ少年団

【5・6年生女子の部】
第1位 中里　莉彩 花卓ジュニア

第2位 佐藤　瑠衣 若松クラブ

第3位 伊東　明香 若松クラブ

第4位 佐藤　琴実 一関卓心クラブ
【優秀賞】

JA新いわて 営農経済部 中軽米　充

JA新いわて 営農経済部 釜石　文雄

特別賞
JA新いわて

JAいわて花巻

【男子　一部】
優勝 花巻バレーボールスポーツ少年団（花巻市）

準優勝 金ヶ崎VBC（金ヶ崎町）

第3位
見前南ビーバーズ男子（盛岡市）

常盤小バレーボールクラブ（奥州市）

【女子　一部】
優勝 奥州胆沢バレーボールクラブ（奥州市）

準優勝 大船渡バレーボールスポーツ少年団（大船渡市）

第3位
竹駒VBSS（陸前高田市）

小友・横田バレーボールスポーツ少年団（陸前高田市）

【男子　一部】
優勝 山田男子（宮古）

準優勝 盛岡上田（盛岡紫波）

第3位
東水沢常磐（奥州）

石鳥谷（花巻）

【女子　一部】
優勝 雫石町（岩手）

準優勝 中里きらり（一関）

第3位
松園イーグルス（盛岡紫波）

津志田ブルーウインズ（盛岡）

【4年生以下男子の部】
第1位 照井 涼太郎 花卓ジュニア

第2位 佐藤　颯太 花卓ジュニア

第3位 佐藤　遼太 花卓ジュニア

第4位 小田島 拓翔 石鳥谷卓球スポーツ少年団

【4年生以下女子の部】
第1位 小林 りんご 宮古Jr.

第2位 吉田　翔花 大和田クラブ

第3位 平賀 愛梨沙 花卓ジュニア

第4位 照井　莉胡 花卓ジュニア

受賞者の面々
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農
事
組
合
法
人

　た
な
か【
奥
州
市
】

®林風舍

「
ふ
る
さ
と
の
未
来
へ
翔
ば
た
く
」

ポ
イ
ン
ト
で
、転
作
作
物
と
し
て
大
豆
、ピ
ー
マ
ン
、エ
ダ
マ

メ
及
び
ネ
ギ
の
新
規
栽
培
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、全

農
の
担
い
手
対
策（
集
落
営
農
組
織・園
芸
栽
培
支
援
対
策

１
／
４
補
助
・
50
万
円
上
限
）の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

農
業
生
産
法
人
の
経
営
と
地
域
貢
献

「
農
事
組
合
法
人
た
な
か
」の
役
員
の
皆
様
に
は
、農
地

を
守
り
次
世
代
に
地
域
農
業
を
引
継
ぐ
た
め
に
も
法
人

の
生
産
及
び
財
務
基
盤
の
早
期
確
立
を
は
か
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
れ
て
お
り
、農
協
を
は
じ
め
全
農
の
果
た
す
役

割
が
大
き
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

組
合
員
に
は
農
協
関
係
者
や
O
B
も
お
り
Ｊ
Ａ
内
で

の
自
由
闊
達
な
話
合
い
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、上
部
団

体
で
あ
る
全
農
等
に
お
い
て
も
農
業
生
産
法
人
は
一
農

家
組
合
員
で
な
い
こ

と
を
理
解
し
て
欲
し

い
こ
と
。経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

消
費
者
は
勿
論
の
こ

と
生
産
者
も
価
値
観

が
多
様
化
し
て
お
り
、

農
業
経
営
及
び
地
域

貢
献
に
対
す
る
法
人

の
責
任
を
理
解
し
た

中
で
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
築
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

法
人
運
営
及
び
集
落
農
業

の
課
題
は
女
性
農
業
者
の
参

画
で
あ
り
、経
営
者
に
は
野
菜

等
集
約
作
物
を
経
営
の
柱
に

す
る
た
め
に
も
労
働
に
見
合
う

報
酬
を
確
保
す
る
こ
と
、活
力

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
の
た
め

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
旨
と
し
て
、組
合
員
が
一
丸

と
な
っ
て
法
人
の
経
営
確
立
に

取
り
組
み
、発
展
さ
れ
る
こ
と

を
ご
期
待
申
し
あ
げ
ま
す
。

15
日
に
法
人
設
立
準
備
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、1
年
後
の

法
人
化
と
農
地
中
間
管
理
事
業
の
取
り
組
み
を
す
す
め
て

来
ま
し
た
。

特
定
農
業
団
体
7
年
間
の
経
理
の
一
元
化
や
農
作
業
の

受
委
託
の
取
り
組
み
は
、組
合
に
対
す
る
信
頼
を
高
め
る
と

と
も
に
農
地
の
所
有
と
利
用
の
分
離
の
考
え
が
理
解
さ
れ
、

地
域
農
業
の
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
も
一
刻
も

早
く
法
人
化
す
る
こ
と
が
組
合
員
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。農

地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
や
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
主

催
の「
営
農
組
合
の
法
人
化
講
座
」受
講
も
経
営
者
の
決
断

を
後
押
し
、営
農
組
合
役
員
が
発
起
人
に
な
り
平
成
27
年

度
経
営
開
始
に
向
け

て
の
法
人
設
立
と
成

り
ま
し
た
。

法
人
に
は
集
積
し

た
52
㌶
の
農
地
の
有

効
活
用
と
持
続
可
能

な
集
落
営
農
体
制
づ

く
り
が
課
題
で
あ
り
、

目
論
見
書
に
有
る
野

菜
等
の
導
入
に
よ
る

複
合
経
営
の
実
践
が

法
人
は
地
域
農
業
を
守
り
、

担
い
手
を
育
て
る

「
農
事
組
合
法
人
た
な
か
」が
所
在
し
て
い
る
奥
州
市
胆

沢
区
若
柳
地
区
は
、平
成
25
年
竣
工
の
胆
沢
ダ
ム
の
下
流

域
で
胆
沢
扇
状
地
の
要
に
位
置
し
て
お
り
、円
筒
分
水
工
か

ら
流
れ
出
た
清
流
が
寿
庵
堰
と
茂
井
羅
堰
を
流
れ
下
り
胆

沢
平
野
を
潤
し
、水
稲
や
野
菜
等
胆
江
地
域
の
農
業
生
産

を
支
え
て
い
ま
す
。

同
法
人
は
奥
州
市
の
中
心
か
ら
西
に
９
㎞
地
点
に
有
っ

て
単
一
の
農
業
集
落
を
エ
リ
ア
に
し
て
お
り
、経
営
安
定
対

策
の
受
け
皿
と
し
て
平
成
19
年
に
設
立
さ
れ
た
特
定
農
業

団
体
田
中
集
落
営
農
組
合
が
母
体
で
、8
年
を
経
て
農
事

組
合
法
人
へと
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
12
月
14
日
の
設
立
総
会
を
経
て
本
年
1
月
5
日
に

登
記
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
農
業
生
産
法
人
で
、組
合
員

40
名
、役
員
は
理
事
７
名
と
監
事
２
名
で
初
代
の
代
表
理

事
に
阿
部
寿
一
氏（
67
歳
）が
就
任
、集
積
し
た
52
㌶
の
農
地

の
有
効
活
用
に
よ
る
水
田
農
業
の
維
持・発
展
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

特
定
農
業
団
体
か
ら
農
業
生
産
法
人
へ

法
人
の
前
身
で
あ
る
特
定
農
業
団
体
は
、平
成
24
年
に

法
人
化
計
画
を
更
新
し
て
5
年
後
の
法
人
化
を
め
ざ
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、兼
業
農
家
が
組
合
へ
農
作
業
を
委
託

し
て
お
り
、主
要
３
作
業
に
加
え
て
草
刈
等
の
管
理
作
業
も

含
め
た
全
作
業
委
託
す
る
農
家
が
多
く
、こ
の
ま
ま
任
意
組

合
で
運
営
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、若

柳
中
部
地
区
基
盤
整
備
事
業
の
採
択
に
向
け
た
合
意
も
す

す
み
平
成
27
年
度
事
業
採
択
、平
成
28
年
度
事
業
着
工
に

向
け
て
法
人
化
の
機
運
も
一
気
に
高
ま
り
、平
成
25
年
12
月

胆沢ダム（提供：国土交通省）

法人設立祝賀会

役員名刺

法人役員とTAC 懇談の様子

畜産酪農部　畜産統括課

松
ま つ だ

田 秀
ひ で み つ

光さん（25歳）

JA全農いわての

年
末
年
始
い
ろ
い
ろ
取
材
に
伺

わ
せ
て
い
た
だ
い
た
中
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
大
船
渡
で
お

こ
な
わ
れ
た
「
気
仙
小
枝
柿
」
新

商
品
発
表
会
で
す
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
気
仙
小
枝
柿

の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
気
仙
地
方
で
栽
培
す
る
小
枝

柿
に
は
種
が
な
い
こ
と
、
こ
の
柿

を
使
っ
た
干
し
柿
が
長
年
地
域
で

愛
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
復
興
支
援

で
様
々
な
企
業
の
協
力
に
よ
り
商

品
化
で
き
た
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

試
食
さ
せ
て
も
ら
っ
た
干
し
柿

は
、
上
品
な
甘
さ
と
風
味
を
感
じ

と
て
も
美
味
し
く
、
子
供
の
頃
、

実
家
の
軒
先
に
干
し
て
あ
る
干
し

柿
を
食
べ
て
い
た
記
憶
を
ふ
と
思

い
出
す
、
優
し
く
懐
か
し
い
味
で

し
た
。

（
岩
本
）

編
集

後
記

〜お知らせ〜

農事組合法人 たなかの経営概況
●代　　　表：代表理事組合長　阿部寿一
●設　　　立：平成２７年１月５日
●住　　　所：奥州市胆沢区若柳字橋本154　
●組　合　員：４０名
●営 農 規 模：農地集積面積５２ha

趣味・特技
温泉（特に露天風呂）、食べること、映画鑑賞

現在の担当業務
主に豚の安定生産に関わる業務を行っています。その１つとして、豚流行性下痢

（PED）という豚の伝染病があるのですが、その発生予防及び蔓延防止のために
PEDワクチンや消毒に関わる資材購入の一部を助成する事業を担当しています。ま
た、毎月養豚関係者に送付している「養豚情勢」の作成も行っています。

仕事を通して感じたこと
昨年度いわちくに入社して今年度より畜産統括課へ配属となり、昨年度の豚枝肉
冷蔵庫内での業務とは今年度は業務内容が一変しました。しかし、日々の業務や生産
者の方をはじめとする養豚に携わる方 と々知り合えることで、生産から消費までの流
れについて理解を深めることが出来ました。今後は業務を確実にこなしつつ積極的に
農場に足を運び、さらに多くの知見を得たいと思います。

数年後の自分を想像して
今よりも経験を積んで多くの知識を持ち、幅広く先を見越した視野を持ちながら効
率よく業務をこなすようになっていたいです。また、仕事を通して知り合えた方 と々も良
好な関係を築けたらいいなと思います。

「いわての牛乳 ありがとうキャンペーン」開催！！
ＪＡ全農いわてでは、「日ごろのご愛顧に感謝‼これからも愛される『いわての牛乳』を目指して！」を

コンセプトに、「いわての牛乳…ありがとうキャンペーン」を開催中！
当選チャンスは２回。総当選数は３９０（サンキュー！）
♥チャンス１
今大人気の商品やこの冬おすすめの景品が当たるチャンス！
♥チャンス２
ハズレた人の中から、いわての乳製品、いわて牛セット等の景品が当たるチャンス！

■キャンペーン期間
1月13日（火）〜2月28日（土）まで

■応募締切
2月28日※当日消印有効

■応募条件
対象メーカーの牛乳パックに記載の「公正
マーク表示部分」を10ℓ分（１ℓ=10枚、
500ｍℓ＝20枚）を１口としてご応募くだ
さい。
※公正マーク表示部分の種類別名称に「牛乳」以外の
名称が記載されているものはキャンペーン対象外です。
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